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牡鹿中学校　職場体験学習牡鹿中学校　職場体験学習
　9/14 ～ 16 の 3日間、牡鹿中学校 1年生が職場体験学
習として、半島内の商店や工場などへ出かけました。
　9/15 は外房捕鯨㈱にて、男子生徒はクジラ塩皮のパッ
ク詰め作業、女子生徒は民宿のお母さんたちから郷土料
理（鯨カツ・竜田揚げ・鯨汁）を教わりました。



専門家からのアドバイスを聞く参加者

こども神輿こども神輿

荒天の中、きれいになっていく熊野神社荒天の中、きれいになっていく熊野神社

　
お
神
輿
巡
行

10
時
　
熊
野
神
社

10
時
40
分  

鮎
川
捕
鯨

11
時
30
分  

金
山
東
泉
院

12
時
　
情
報
交
流
館

13
時
　
お
し
か
番
屋

14
時
　
あ
ゆ
か
わ
荘

きれいになった社務所で休憩きれいになった社務所で休憩

◯ 材料：ホヤ、卵、醤油、酒、みりん、だし少  々 

◯ 作り方：
  ❶ ゆで卵をつくる
  ❷ ホヤをむき、内臓などのゴミをとる
  ❸ ホヤ身の中にゆで卵を入れ、爪楊枝で口をふさぐ
  ❹ 醤油・酒・みりん・だしを合わせた鍋に、ゆで卵
　   を包んだホヤを入れ、蓋をして10分ほど煮る

問合せ：鮎川港まちづくり協議会事務局

電話：0225 - 98 - 8491   FAX ：0225 - 98 - 8492

ホ
ヤ
料
理
が
勢
揃
い
！

　

民
宿
や
飲
食
店
を
営
む
方
々
が
自
慢

の
ホ
ヤ
料
理
を
披
露
し
、
専
門
家
を
交

え
て
試
食
を
す
る
会
が
９
月
17
日
、
清

優
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鮎
川
港
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
の

事
業
「
研
究
会 

〜
牡
鹿
半
島
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
に
〜
」
の
一
環
と
し
て
、
半

島
の
豊
富
な
海
産
物
を
広
報
す
る
た
め

に
開
か
れ
、
今
後
は
牡
蠣
や
鯨
料
理
な

ど
の
試
作
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
10
月
18
日
午
前
10
時
か
ら
、

お
し
か
番
屋
に
て
鯨
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鮎
川
・
熊
野
神
社
　
再
興

鮎
川
・
熊
野
神
社
　
再
興

　

鮎
川
浜
・
熊
野
神
社
の
祭
典
と
神
輿

渡
御
が
、
十
数
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。

　

祭
典
の
復
活
に
向
け
て
、
鮎
川
浜
の

行
政
区
長
や
氏
子
な
ど
が
集
ま
り
、
会

議
を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

９
月
29
日
に
は
土
砂
降
り
の
雨
の
中
、

社
務
所
や
拝
殿
、
境
内
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

祭
典
は
10
月
16
日
午
前
９
時
か
ら
、

神
輿
は
神
社
を
10
時
に
出
発
し
、
各
御

旅
所
で
餅
ま
き
を
行
い
な
が
ら
、
鮎
川

地
区
内
を
巡
行
し
ま
す
。
前
日
の
15
日

は
17
時
か
ら
前
夜
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
１
日
〜
23
日
、

住
民
の
絵
画
や
書
道
、

手
芸
等
の
作
品
が
展
示

さ
れ
る
牡
鹿
地
域
・
趣

味
の
作
品
展
が
、
清
優

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

文
化
の
秋

　

９
月
17
日
、
牡
鹿
地

区
保
育
所
の
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児

達
は
一
生
懸
命
に
練
習

の
成
果
を
保
護
者
に
披

露
し
ま
し
た
。

保
育
所 

運
動
会



震災当時の話を聞く参加者震災当時の話を聞く参加者

港に臨時駐輪場港に臨時駐輪場

弁当をほおばる参加者弁当をほおばる参加者 手作り弁当を手渡しで手作り弁当を手渡しで

笑顔で鮎川港へ到着！笑顔で鮎川港へ到着！

今回集めたゴミの量今回集めたゴミの量

道路脇を 1列でゴミ拾い道路脇を 1列でゴミ拾い 茂みの中は多くのゴミが･･･茂みの中は多くのゴミが･･･

道下、驚くほどのゴミ道下、驚くほどのゴミ

　

業
種
を
問
わ
ず
、
半
島
に
関
わ
る
様
々
な

団
体
や
個
人
が
繋
が
り
、
同
じ
目
線
で
課
題

解
決
に
向
け
て
話
し
合
う
、
気
軽
に
集
ま
る

場
と
し
て
月
に
一
度
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
10
月
19
日
14
時
か
ら
、
大
原
生
活

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
：
牡
鹿
半
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

　

事
務
局
０
９
０‐

６
４
５
７‐

０
１
２
０

　

９
月
11
日
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
を

翌
週
に
控
え
、
全
国
か
ら
来
る
参
加
者

に
気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
お
う
と
、
万

石
橋
か
ら
鮎
川
浜
ま
で
の
県
道
２
号
線

沿
い
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　

牡
鹿
半
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の

呼
び
か
け
で
、
住
民
や
半
島
に
関
わ
る

様
々
な
企
業
・
団
体
・
個
人
、
千
葉
か

ら
バ
イ
ク
で
駆
け
つ
け
た
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、
総
勢
70
名
近
く
が
集
ま
り
ま
し
た
。

牡
鹿
半
島 

前
進
中
！

牡
鹿
半
島 

前
進
中
！

　

協
議
会
で
は
、
半
島
地
域
の
清
掃

を
昨
年
秋
か
ら
始
め
、
今
回
で
７
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
ゴ
ミ

が
減
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
も
、
数

時
間
で
大
量
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
す
。

不
法
投
棄
も
多
く
、
道
路
下
斜
面
に

は
悲
し
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
清
掃
活
動
は
、
12
月
４
日

の
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
半
島
の
ゴ
ミ
が
一
つ
で
も
減

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
賛

同
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
転
車
の
力
で
、
被
災
地
の
復
興

を
支
援
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
始

ま
り
、今
回
で
４
回
目
を
迎
え
た「
ツ

ー
ル
・
ド
・
東
北
２
０
１
６
」。

　

年
間
を
通
じ
て
自
転
車
で
走
る
人

が
半
島
を
訪
れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

通
し
た
地
域
振
興
を
目
指
す
た
め
、

今
年
か
ら
牡
鹿
半
島
を
走
る
コ
ー
ス

が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

牡
鹿
半
島
コ
ー
ス
は
９
月
17
日
に

行
わ
れ
、
各
所
に
休
憩
所
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
鮎
川

港
の
お
し
か
番
屋
で
は
、
昼
食
に
鯨

焼
き
弁
当
が
振
舞
わ
れ
、海
を
望
み
、

震
災
当
時
の
話
に
耳
を
傾
け
る
時
間

が
あ
り
ま
し
た
。

県
道
そ
う
じ 

や
り
ま
し
た

県
道
そ
う
じ 

や
り
ま
し
た

牡
鹿
半
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

牡
鹿
半
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

第
１
弾

第
１
弾

ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北

ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北

▼ 

今
年
で
３
回
目
と
な
る

が
、
牡
鹿
半
島
は
走
り
応

え
の
あ
る
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

《
埼
玉
県
・
男
性
》

▼  

山
も
海
も
あ
り
、
景

色
が
良
か
っ
た
。
語
り
部

で
は
、
当
事
者
の
話
を
聞

け
て
現
実
味
が
増
し
た
。

鯨
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い

世
代
な
の
で
美
味
し
か
っ

た
。《
長
野
県
・
男
性
》

▼ 

地
元
の
皆
さ
ん
は
と
て

も
前
向
き
。
私
た
ち
も
少

し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
と

い
う
思
い
で
参
加
し
た
。

《
仙
台
市
・
女
性
》

▼ 

震
災
以
降
、
人
が
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

遠
く
か
ら
多
く
の
人
が
来

て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し

た
。《
鮎
川
浜
・
女
性
》

｜ 

応
援
者
の
声

｜ 

応
援
者
の
声

｜ 

参
加
者
の
声

｜ 

参
加
者
の
声
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荻浜

の

お
祭
り

浜荻浜
羽山姫神社

　毎年 9/9 に行われる羽山姫神社のお祭り。神輿
は集落内を巡行した後、旗を掲げた漁船団の先頭
に載せられ、大漁豊穣や海上安全を祈願しました。

谷川浜
八幡神社

　9/11(日 ) に行われた八幡神社のお祭り。ご祈
祷の後には、若者たちによる獅子振りが披露され、
子どもからお年寄りまで無病息災を祈願しました。

９
月

　９月10日と13日、石巻市主催の敬老会が各地区
で行われました。参加対象者は77歳以上の方で、
88歳の方には敬老のお祝いが手渡されました。

9 月 19 日は敬老の日

　消防車は災害現場へ向かう際、サ
イレンを鳴らして出動します。
　最近では救急隊の応援のため、消
防車もサイレンを鳴らして出動するこ
とが多くなっていますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。
　牡鹿地区で火災が発生した場合、

問合せ：女川消防署牡鹿出張所
☎ 0 2 2 5 - 4 5 - 3 1 7 4

女川消防署牡鹿出張所から

お知らせ
女川消防署牡鹿出張所から

お知らせ

　11/9( 火 ) から11/15( 火 )までの 1週間
秋の火災予防運動が実施されます。

火の元、火の取り扱いには十分注意しましょう。

ウ～ カンカン
火災の出動

サイレンと鐘の音

ウ～ ウ～

サイレンのみ

火災以外の出動

《 牡鹿グラウンドゴルフ協会 》

防災無線で放送されます。また、消防テレホンサービス 
(☎ 0180-992-911)で確認することもできます。　

　祝辞などの式典後、
各会場でアトラクション
があり、牡鹿地区会場
ではダンベル体操やス
コップ三味線の演奏が
披露されました。 長渡地区 おしか清心苑

　網地島会場では軽食
が用意され、民謡や踊
り、カラオケなどを楽し
み、盛り上がりました。

編集後記
写真コンテント「フォトノマキ」の入賞作品のうち、
牡鹿半島住民が撮影した写真を展示しています。

　9/11、東松島市にて「宮城
ヘルシー2016 ふるさとスポー
ツ祭石巻地区大会」が開催さ
れ、牡鹿グラウンドゴルフ協会
が優良スポーツ団体として宮
城県知事より表彰されました。

　平成 14年９月の設立以来、牡鹿地域のグラウンド
ゴルフの普及･発展に寄与し、スポーツ活動や文化活
動、生涯学習に対する住民の意識高揚へ多大な功績
があったこと、地域住民や他県愛好者との親睦、コミュ
ニティづくりに貢献したことが評価されました。

寄稿欄
地域スポーツの普及振興に尽力

県知事からの表彰状

おしらせ
情報交流館 牡鹿館では、下記期間で企画
展示を行っています。

　9月17日に行われた
特養老人ホームおしか
清心苑の敬老会では、
「杜の弦楽四重奏団」
によるクラシックや民謡
の演奏がありました。

88歳
29 名
  7 名
  3 名

77歳以上
519 名
116 名
  36 名

地 区
牡 鹿
長 渡
網 地

参
加
対
象
者

　シカが繁殖期を迎え、星空の下で浜に響くオスジカ
の鳴く声が聞こえてきます。空気も冷え、また長い冬が
やってくるぞと感じる日々です。半島の短い秋を、見過
し・食べ過ごししないよう、じっくり楽しみたいです。

フォトノマキ　入賞作品の展示

昔の鮎川浜の写真を展示しています。11月からは、
鯨料理などに関する展示などが増える予定です。

10月末まで！

東北学院大学　文化財レスキュー 12月頃まで
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